
Bブロックの「食」ベスト３です。

あなたなら、どの作品を推しますか。
そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの講評にてどうぞ。









「食」本選Ｂブロック作品講評

１　食前酒   12位   1ポイント

　残酷で、かつコミカルで、といった風合いでした。気さくな
語りかけ口調のおかげで話題のエグさがソフトに中和されて、
さらっと聞けます。
　ラストは日常に戻らずにまとめたほうが良かったのでは。

２　ちょっと笑える話   6位   7ポイント

　食をめぐる小話集。くすり、くすくす、けっこう笑えまし
た。私は最初の間抜けなお父さんが一番好きでしたが、いろん
な場面へ飛ぶバラエティの豊かさも魅力です。

３　プライスレス   7位   6ポイント

　友達だいじ　とてもまっとうな主張を、だんだん高価になっ
てゆく食事という流れの上に置いて、なるほどと得心できまし
た。
　シンプルすぎるので、もっとおもしろさをはずませるには、
豪華食事のエスカレートをとんとんとんと見せていって、さび
しい男の姿でも見せてから友達へ、と演出するとよいのでは。

４　「食べる」意味   8位   4ポイント

　「食べる」に含まれている文化としてのいろんな要素のう
ち、言い訳という点にピンポイントでしぼって組み立てたとこ
ろが巧さでした。
　それだけじゃなさそうだけど、と思いつつ、いちおう、なる
ほどね、と納得させてくれる説得力でした。ストーリーに頼ら
ずに論理（≒ヘリクツ）で攻めるのも、組み立て始めるとけっ
こうおもしろいので、みなさまもぜひ。

５　さいしょはグー   2位   11ポイント

　「ほいっ　/　ほいっ」に大爆笑です。
　レイアウトの力を思い知らされました。つぶやきとかけ声だ
けで、ありありと情景が見えてきて、テンポ良くオチへ。これ
以上、１行も要らない、というキレのよさがおみごとでした。

６　いただきま   9位   2ポイント

　食材という抽象的な言い回しから、きゅっとカレーライスに



しぼって、ニンジンをきっかけに「いのち」でまとめ。話題に
合わせて、とても賑やかで変化に富んだ展開になったところが
佳かったです。

７　スローフード   9位   2ポイント

　キーワードをきっちり置いて組み立てた姿勢が、揺れがなく
て安定しています。
　でも、主張そのものは誰も反論できないまっとうさで終わっ
てしまったので、より相手に興味を持ってもらうには、最近自
分が経験したスローフードとか、ダメフードとか、実体験をま
じえるとよいのでは。

８　最後の晩餐   2位   11ポイント

　ヴァンパイアの悲劇。
　きれいに整えた言葉の律動で、格調高く悲劇を歌い上げて、
宝石とワインと血の赤のまぶしさが印象に残ります。
　そこで救急車呼ぶかな？　だけが謎だったのですが、お茶会
で作者さんに伺ったところ、その瞬間まで彼は自分が何者であ
るかを忘れていたのだ、とのことでした。そうした悲劇だった
んですね、なるほど。

９　食べるモノ、食べられるモノ   1位   28ポイント

　とんとんとんとん、切れ味の良い包丁の音のように１行ずつ
のリズムが、ここちよく刻まれてゆきます。
　風景がくっきり見えるよさ、ほどよくこなれたネタ、そして
ラストにすとんと哲学。とてもバランス良く仕上げて、とんと
ん拍子の首位、おめでとう！
　当然のことながら、イチオシフレーズの票も独占で、５つの
班から支持されて、イチオシフレーズ大賞受賞です。再び、
おめでとう！
　それにしても、これだけたくさんのすてきなフレーズのなか
から、敢えて「キュウタイｍは位置エネルギーを食べて落下し
ます」をイチオシフレーズに選ぶのですね、Bブロックのみな
さまは……

１０　Who are they?   9位   2ポイント

　で誰？　トマトかトウモロコシか。
　とても明るいカリフォルニアの空の下、とても残酷な運命を
容赦なく描ききって、ちょっと鬼気迫るほどの乾いた迫力で
す。

１１　食卓の上にいつものっているそれは、   4
位   8ポイント



　そうか、ポイントはきゅうりの漬け物か……
　くどくど説明せずに、ぱっぱっとモノで見せてゆく手法が、
あざやかに決まって、ラストでしみじみ「いろいろのりこえ
て」と述懐、人生の達人を感じさせます。
　で、その、きゅうりの漬け物とやらをコンビニで手に入れ
ちゃうところが、今風というか……

１２　a day,under sunlight.   4位   8ポイント

　ささやかな日常に少しだけ冒険を。その小冒険を共有できた
ようなここちよさでした。時系列をていねいにたどっての緻密
な描写が成功しているおかげでしょうか。
　でも、いっそ、日本でなく、どこか海外にしたほうが、この
ふうわり気分がより生きるのでは。


